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研究成果の概要 

2022 年度は、3DP 特異界面含有構造物の産業適用性を見据え、年度初頭に参加者として、多

根、東野（3 次元弾性率解析に関する項目担当）を追加し、多階層（ナノ～メソ～マクロスケール）

での弾性変形から塑性変形までの力学特性を網羅的に解明する体制を整えた。Web、対面での

運営会議、研究推進会議により、チーム内の緊密な連携を深め、プロジェクトのスムーズな運営と

研究進捗の加速を図った。研究代表者の統括の下、それぞれの研究者が得意とするスケールと実

験・解析手法を駆使しながら、ナノ～マクロ、そして実験と計算が有機的に連携した系統的な成果

が創出され始めている。 

特筆すべき成果として、超多元系 BCC型バイオハイエントロピー合金とレーザ 3DPの超急冷を

掛け合わせることで、メソスケールで生じていた偏析をナノスケールにまでスケールダウンし、原子

レベルでの強制固溶体化に成功した。固溶体化により、溶融池界面（3DP 特異界面の 1 つ）での

等軸粒形成を防止、エピタキシャル成長を促進することで、会合界面（同）での格子整合を駆動力

とした単結晶化を達成した（ハイエントロピー合金では世界初）。こうした 3DP 特異界面を通じた組

織制御は、固溶強化を最大限発揮させての高強度と BCC 構造の持つ異方性による低ヤング率を

合わせもつ新規の金属材料を実現した。本成果は英文誌にて論文発表するとともにプレスリリース

した。 

これ以外にも、チーム間連携にて複数の論文が投稿準備中であり、2023 年度以降、加速度的

に具体的成果物を創出していく予定である。 

得られた成果に基づき、中間報告時点でのマイルストーンから見た現在の進捗状況について自

己採点を行うと、10 項目中 4 項目が「計画以上の進捗」、6 項目が「ほぼ計画通りの進捗」であり、

計画より遅れている項目はない。加えて、マイルストーン外での進捗も顕著である。2023 年度以降

もチーム一丸となり、3DPナノ力学解明に向けて邁進する。 
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